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政
経
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第
四
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
四
四
八
）

四　

南
北
対
話
（
南
北
会
談
）
の
問
題
点

五　

南
北
統
合
の
肯
定
的
要
因
と
否
定
的
要
因

　

１
．
肯
定
的
要
因

　

２
．
否
定
的
要
因

六　

終
わ
り
に
─
南
北
政
治
統
合
の
た
め
の
提
言

一　

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
二
月
に
発
足
し
た
李
明
博
政
権
下
で
、
韓
国
と
北
朝
鮮
関
係
（
以
下
南
北
関
係
）
は
冷
却
さ
れ
て
い
る
が
、
冷
戦
体
制
の

解
体
後
、
南
北
関
係
は
概
ね
改
善
し
つ
つ
あ
る
。
南
北
は
、
一
九
九
一
年
九
月
、
国
連
に
同
時
加
入
し
、
同
年
一
二
月
に
は
南
北
交
流
の

拡
大
を
内
容
と
す
る
「
南
北
基
本
合
意
書
」
に
調
印
し
た
。
一
九
九
八
年
に
発
足
し
た
金
大
中
政
権
の
太
陽
政
策
と
続
く
盧
武
鉉
政
権
の

対
北
宥
和
政
策
に
よ
り
南
北
は
政
治
、
軍
事
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
と
協
力
を
深
め
て
い

き
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
七
年
に
は
南
北
首
脳
会
談
を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係
は
着
実
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
南
北
首

脳
会
談
を
皮
切
り
に
金
剛
山
と
開
城
観
光
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
南
北
を
結
ぶ
鉄
道
や
道
路
も
五
〇
年
ぶ
り
に
連
結
さ
れ
た
。
韓
国
が
資

本
と
技
術
を
、
北
朝
鮮
が
土
地
と
労
働
力
を
提
供
し
て
北
朝
鮮
の
開
城
市
に
建
設
し
た
開
城
工
業
団
地
で
は
四
万
人
（
１
）

に
の
ぼ
る
北
朝
鮮
の

従
業
員
と
七
〇
〇
人
あ
ま
り
の
韓
国
人
技
術
者
や
管
理
者
が
共
に
働
い
て
い
る
。
現
在
、
李
明
博
政
権
の
対
北
強
硬
政
策
に
よ
り
一
時
的

に
南
北
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
南
北
関
係
の
進
展
は
今
後
も
続
き
、
民
族
の
悲
願
で
あ
る
南
北
統
一
に
向
け
た
歴
史

的
な
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統
合
に
関
す
る
研
究
（
孔
）

（
四
四
九
）

一
方
、
南
北
関
係
の
進
展
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
南
北
の
利
害
関
係
（
特
に
政
治
・
軍
事
関
係
）
は
あ
ま
り
に
も
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
。
南
北
は
政
治
理
念
や
体
制
の
相
違
か
ら
常
に
対
立
し
、
敵
対
関
係
も
い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
六
〇
年
に
わ
た
る

分
断
に
よ
り
南
北
間
で
は
政
治
の
み
で
な
く
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
異
質
化
が
進
み
、
民
族
の
同
質
性
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
友
好
関
係
の
進
展
と
異
質
化
の
進
展
と
い
う
錯
綜
す
る
現
実
か
ら
敵
対
的
な
分
断
体
制
を
解
消
し
、
異
質
化
し
つ
つ
あ
る
民

族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
回
復
し
て
統
一
に
向
け
て
の
和
解
と
協
力
を
強
化
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
で
現
実
的
な
方
法
を
模

索
す
る
こ
と
が
南
北
に
と
っ
て
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
南
北
は
統
一
を
視
野
に
入
れ
て
の
法
的
、
制
度
的
な
統
合
を
は
じ
め
、

異
質
化
し
つ
つ
あ
る
民
族
の
同
質
性
を
取
り
戻
す
た
め
の
統
合
の
あ
り
方
を
本
格
的
に
議
論
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。
仮
に
南
北
が
こ
う

し
た
統
一
の
準
備
な
し
に
数
年
以
内
に
統
一
さ
れ
た
場
合
、
朝
鮮
半
島
は
大
混
乱
に
陥
り
、
民
族
全
体
が
困
難
に
直
面
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。南

北
統
合
研
究
は
、
こ
う
し
た
不
幸
な
事
態
を
避
け
る
と
共
に
南
北
が
一
つ
に
な
っ
た
際
の
混
乱
を
避
け
、
統
合
過
程
で
生
じ
う
る
葛

藤
や
副
作
用
、
試
行
錯
誤
、
費
用
な
ど
を
最
小
限
に
収
め
る
た
め
の
知
恵
を
絞
る
作
業
で
も
あ
る
。

筆
者
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
南
北
交
流
の
現
状
と
問
題
点
な
ど
を
調
べ
、
そ
こ
か
ら
実
現
可
能
な
南
北
の
政
治
統
合
の
あ
り
方

を
考
え
て
み
る
。

南
北
が
政
治
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
は
南
北
が
共
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
は
韓
国
の
政
府
お
よ
び
国

民
の
取
る
べ
き
政
策
や
姿
勢
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
提
案
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
と
い
う
の
は
、
国
力
の
差
や
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際

情
勢
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
南
北
関
係
で
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
の
は
韓
国
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
共
に
こ
う
し
た
傾
向
は
さ
ら
に
強
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（
四
五
〇
）

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
政
府
の
対
北
政
策
や
韓
国
国
民
の
対
北
認
識
お
よ
び
姿
勢
な
ど
が
今
後
の
南
北
統
合

の
方
法
や
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二　

南
北
統
合
の
概
念

１
．
統
合
の
一
般
的
な
概
念

社
会
科
学
に
お
い
て
統
合
（integration

）
の
概
念
を
詳
し
く
取
り
上
げ
た
研
究
者
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
で
あ
る
。
彼
は
「
統
合
と
い
う
概

念
は
行
動
理
論
に
お
い
て
基
礎
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
は
体
系
の
崩
壊
を
防
止
し
て
安
定
の
維
持
を
可
能
に
す
る
た
め
、
他

方
で
は
体
系
が
一
つ
の
統
一
体
と
し
て
機
能
す
る
の
を
促
進
す
る
た
め
、
集
合
的
に
行
動
す
る
体
系
の
構
成
単
位
の
関
係
様
式
で
あ
る
（
２
）

」

と
説
明
し
た
。
統
合
に
関
す
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
説
明
は
彼
が
使
用
し
た
統
合
概
念
が
社
会
体
系
の
維
持
と
関
連
し
た
体
系
構
成
単
位
の
集

合
的
な
行
動
様
式
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
３
）

。
ド
イ
ッ
チ
ュ
は
、「
統
合
は
部
分
を
持
っ
て
全
体
を
作
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
以
前
に

は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
分
離
さ
れ
て
い
た
単
位
が
統
一
性
の
あ
る
体
系
の
構
成
要
素
を
作
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
４
）

」
と
説
明
し
た
。

統
合
の
概
念
は
体
系
内
部
の
葛
藤
や
対
立
の
解
消
を
目
標
と
す
る
統
合
（
国
民
統
合
あ
る
い
は
社
会
統
合
）
と
、
異
な
る
体
系
の
一
体
化

を
意
味
す
る
統
合
（
政
治
統
合
あ
る
い
は
国
家
統
合
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
言
う
体
系
の
崩
壊
防
止
と
安
定
維
持
の

た
め
の
統
合
と
は
前
者
を
意
味
し
、
ド
イ
ッ
チ
ュ
が
言
う
分
離
さ
れ
て
い
た
単
位
が
統
一
性
を
持
つ
体
系
の
構
成
要
素
を
作
る
こ
と
は
後

者
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

統
合
研
究
で
は
、
統
合
を
過
程
と
し
て
捉
え
る
立
場
と
状
態
あ
る
い
は
結
果
と
し
て
捉
え
る
立
場
に
分
か
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ス
は
、 

政
治
構
造
的
な
側
面
か
ら
「
統
合
と
い
う
の
は
、
い
く
つ
か
の
政
治
的
行
為
者
ら
が
彼
ら
の
忠
誠
心
と
期
待
お
よ
び
政
治
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朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統
合
に
関
す
る
研
究
（
孔
）

（
四
五
一
）

活
動
を
新
し
く
組
織
さ
れ
た
超
国
家
的
中
心
へ
と
転
換
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
（
５
）

」
と
定
義
し
た
。

こ
の
概
念
を
受
け
継
い
だ
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
統
合
の
概
念
を
「
国
家
が
外
交
政
策
や
国
家
の
重
要
な
国
内
政
策
を
独
自
に
推
進
す
る
意

思
と
能
力
を
留
保
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
共
同
の
政
策
を
樹
立
し
て
政
策
決
定
体
系
を
新
し
い
中
央
機
構
へ
と
委
任
す
る
過
程
で
あ
り
、

ま
た
、
多
様
な
分
野
に
お
け
る
政
治
行
為
者
ら
が
彼
ら
の
期
待
と
政
治
的
活
動
を
新
し
い
中
心
へ
と
移
転
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
る
過
程
で

あ
る
（
６
）

」
と
主
張
し
た
。
以
上
の
内
容
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
ハ
ー
ス
と
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
、
統
合
を
二
つ
以
上
の
国
家
あ
る
い
は
政
治
行

為
者
が
一
つ
の
国
家
や
政
治
行
為
に
収
斂
さ
れ
て
行
く
過
程
と
し
て
捉
え
た
。

一
方
、
統
合
を
過
程
と
い
う
よ
り
は
条
件
が
満
た
さ
れ
た
状
態
あ
る
い
は
結
果
と
捉
え
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究

者
と
し
て
ド
イ
ッ
チ
ュ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
統
合
を
「
一
つ
の
集
団
の
人
々
が
一
定
の
領
域
内
の
問
題
に
対
し
て
平
和
的
な
解
決
が
可

能
で
あ
る
と
確
信
す
る
の
に
十
分
な
共
同
体
意
識
と
機
構
お
よ
び
慣
行
を
持
っ
た
状
態
の
条
件
で
あ
る
（
７
）

」
と
主
張
し
た
。

統
合
に
関
し
て
は
政
治
統
合
の
み
で
な
く
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
て
そ
の
分
類
基
準
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ワ
ラ
ス
は
統
合
を
公
式
的
統
合
（for-m

al integration

）
と
非
公
式
的
統
合
（inform

al integration

）
に
区

分
し
て
公
式
的
統
合
を
意
図
的
な
政
治
行
動
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
制
度
、
政
策
、
法
律
な
ど
で
あ
る
と
定
義
し
、
非
公
式
的
統
合
を

政
治
的
な
決
定
な
し
に
進
展
す
る
変
化
で
あ
る
と
定
義
し
て
、
前
者
は
あ
る
時
点
で
そ
の
変
化
が
止
ま
る
が
、
後
者
は
止
ま
る
こ
と
な
く

変
化
を
続
け
る
過
程
で
あ
る
と
説
明
し
た
（
８
）

。
彼
の
言
う
公
式
的
統
合
は
政
治
統
合
あ
る
い
は
国
家
統
合
の
概
念
で
あ
り
、
非
公
式
的
統
合

は
国
民
統
合
あ
る
い
は
社
会
統
合
の
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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四
十
八
巻
第
四
号
（
二
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一
二
年
三
月
）

（
四
五
二
）

２
．
南
北
統
合
の
概
念

韓
国
で
は
統
合
と
統
一
（unification

）
の
概
念
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
区
分
や
定
義
が
な
く
、
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合

い
で
使
わ
れ
て
い
る
。

一
部
の
研
究
者
は
統
一
を
統
合
の
完
成
さ
れ
た
結
果
と
見
て
統
合
を
統
一
の
過
程
と
し
て
捉
え
る
（
９
）

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
南
北
統
一

は
、
南
北
が
地
理
的
、
法
的
、
制
度
的
な
統
一
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

南
北
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
一
体
化
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
一
部
の
研
究
者
は
統
一
を
統
合
と
い
う
包
括
的
な
概
念
の
下
位
概
念
と
位
置
づ
け
て
、
統
一
を
南
北
の
地
理
的
、
法
的
、
制
度

的
な
統
一
に
す
ぎ
な
い
（
１０
）

と
見
て
、
統
合
を
南
北
が
政
治
的
統
一
を
実
現
し
た
後
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
南
北
住
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
一
体
化
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
研
究
者
は
南
北
の
地
理
的
、
法
的
、
制
度

的
な
統
一
が
実
現
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
南
北
統
合
は
持
続
的
で
長
期
的
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

過
程
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
１１
）

。

本
稿
で
は
、
前
述
し
た
統
合
の
一
般
的
概
念
の
中
で
ハ
ー
ス
と
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
統
合
論
を
取
り
入
れ
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統

合
を
、
韓
国
と
北
朝
鮮
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
政
治
体
制
が
相
互
利
益
の
た
め
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

交
流
・
協
力
を
通
じ
て
南
北
統
一
へ
収
斂
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
捉
え
、
南
北
統
一
を
国
家
統
合
（
政
治
統
合
）
と
国
民
統
合
（
社
会
統

合
、
民
族
統
合
）
が
完
成
さ
れ
た
状
態
あ
る
い
は
結
果
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
議
論
を
進
め
て
い
く
。

南
北
統
合
の
方
法
に
お
い
て
は
、
政
治
統
合
が
急
速
に
行
わ
れ
る
場
合
（
例
え
ば
北
朝
鮮
の
崩
壊
に
よ
っ
て
南
北
分
断
体
制
が
急
に
解
消
さ
れ

た
場
合
）
と
、
分
断
体
制
が
長
引
く
中
で
の
統
合
の
あ
り
方
は
異
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
し
ば
ら
く
の
間
分
断
体
制
が
存
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続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

三　

南
北
統
合
の
意
義
と
必
要
性

１
．
南
北
統
合
の
意
義

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
の
要
因
は
、
戦
後
、
米
ソ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
結
果
と
し
て
余
儀
な
く
さ
れ
た
側
面
と
、
朝
鮮
民
族

が
新
し
い
国
家
建
設
を
め
ぐ
っ
て
民
族
内
部
の
分
裂
や
対
立
を
主
体
的
に
収
束
で
き
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
周
辺
強
大
国
に
翻
弄
さ
れ
、

分
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
。
朝
鮮
民
族
は
外
国
の
侵
略
か
ら
国
権
を
守
き
れ
ず
、
か
つ
、
植
民
地
か
ら
の
解
放
後
に
統
一
さ

れ
た
独
立
国
家
建
設
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
、
分
断
に
追
い
込
ま
れ
る
誤
り
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
南
北
分
断
は
、
長
い
間
朝
鮮
民
族
の
生

存
と
安
全
を
脅
か
し
て
繁
栄
を
妨
げ
た
。
こ
う
し
た
分
断
体
制
を
未
だ
に
解
消
で
き
ず
、
分
断
か
ら
計
り
知
れ
な
い
損
害
を
蒙
っ
て
い
る

の
は
、
同
一
民
族
と
し
て
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
南
北
の
人
々
に
と
っ
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
南
北
の
人
々
は
分
断
の
責
任
を

周
辺
国
や
相
手
方
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
分
断
の
責
任
を
認
め
て
そ
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮
民
族
が
自

ら
分
断
の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
は
、
南
北
が
主
体
的
に
分
断
状
態
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
る
。
南
北
分
断
を
解
消
す
る
た
め
に
南
北

の
人
々
は
戦
争
や
長
い
間
の
対
立
か
ら
生
じ
た
不
信
や
敵
対
感
を
払
拭
し
、
同
一
民
族
と
し
て
の
自
覚
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

南
北
統
合
は
こ
う
し
た
誤
っ
た
歴
史
を
正
し
、
失
っ
た
民
族
的
自
尊
心
を
取
り
戻
し
、
主
体
的
に
民
族
の
進
む
べ
き
未
来
を
開
い
て
い
く

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
言
え
よ
う
。
南
北
統
合
は
、
南
北
が
一
つ
に
な
っ
て
過
去
の
負
の
歴
史
を
克
服
し
、
失
わ
れ
た
民
族
の
主
体
性
と
自

尊
心
を
取
り
戻
し
、
民
族
の
未
来
の
安
全
と
繁
栄
を
追
求
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
義
を
有
す
る
。
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２
．
南
北
統
合
の
必
要
性

南
北
統
合
は
、
こ
う
し
た
民
族
の
主
体
性
と
自
尊
心
を
取
り
戻
し
て
安
全
と
繁
栄
を
確
保
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
意
義
の
ほ
か
、
南
北

が
敵
対
的
に
対
立
し
て
い
る
現
状
の
な
か
で
、
現
実
的
な
必
要
性
か
ら
求
め
ら
れ
る
急
務
で
も
あ
る
。
以
下
に
南
北
統
合
が
必
要
な
理
由

を
ま
と
め
て
み
る
。

一
つ
は
、
南
北
の
軍
事
対
立
の
解
消
を
通
じ
た
民
族
共
滅
の
危
険
性
の
回
避
で
あ
る
。

南
北
は
軍
事
境
界
線
を
は
さ
ん
で
約
二
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
る
兵
士
が
強
力
な
火
力
を
構
え
て
対
峙
し
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
は
世
界
的
に

も
最
も
武
力
衝
突
の
危
険
性
が
高
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
も
し
南
北
の
間
で
意
図
的
で
あ
れ
、
偶
発
的
で
あ
れ
、
全
面
的
な
武

力
衝
突
が
起
き
た
場
合
、
南
北
は
共
に
倒
れ
、
再
び
負
の
歴
史
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
〇
年

六
月
に
起
き
た
朝
鮮
戦
争
以
来
、
南
北
の
間
で
は
絶
え
ず
紛
争
や
軍
事
衝
突
が
起
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
惨
め
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
南
北
は
共
に
生
き
て
行
け
る
た
め
の
実
質
的
で
、
具
体
的
な
関
係
改
善
努
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
は
、
軍
事
費
の
削
減
で
あ
る
。

南
北
の
軍
事
費
を
合
わ
せ
る
と
約
三
〇
〇
億
ド
ル
に
上
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
１２
）

。
北
朝
鮮
の
場
合
、
軍
事
費
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

に
占
め
る
割
合
は
約
二
五
％
に
達
し
、
韓
国
に
お
い
て
も
そ
の
割
合
は
二
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。
冷
戦
体
制
の
崩
壊
に
伴
う
ソ
連
や
中

国
か
ら
の
経
済
支
援
の
急
減
に
よ
り
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
北
朝
鮮
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
に
と
っ
て
莫
大
な
軍
事
費
は
、
経
済
を
大
き

く
圧
迫
し
て
い
る
。

三
つ
は
、
経
済
的
な
利
益
の
確
保
で
あ
る
。

世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
資
源
が
乏
し
く
国
内
市
場
が
小
さ
い
韓
国
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
開
発
途
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上
国
と
に
挟
み
撃
ち
に
さ
れ
、
国
際
社
会
に
お
い
て
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
そ
の
反
面
、
自
給
自
足
経
済
を
原
則
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
北
朝
鮮
の
経
済
は
、
中
国
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
辛
う
じ
て
延
命
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
北
朝
鮮
の
経
済
が
中
国
か
ら
の
援
助
に

頼
る
状
態
が
長
引
い
て
い
け
ば
、
北
朝
鮮
経
済
が
中
国
経
済
に
吸
収
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
南
北
が
共
に
生
き
残

る
道
が
南
北
の
経
済
統
合
で
あ
る
。
韓
国
は
資
本
と
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
北
朝
鮮
に
は
安
い
労
働
力
や
レ
ア
・
メ
タ
ル
な
ど
の
貴
重
な

天
然
資
源
が
あ
る
。
南
北
は
相
互
補
完
的
な
経
済
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
市
場
と
経
済
構
造
を
一
つ
に
し
て
い
わ
ゆ
る
規
模
の
経
済
を
達

成
す
れ
ば
南
北
の
経
済
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

四
つ
は
、
統
一
費
用
の
節
約
で
あ
る
。

南
北
統
合
は
、
統
一
に
伴
う
莫
大
な
統
一
費
用
を
減
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
過
程
で
あ
る
。
統
一
費
用
を
減
ら
す
た
め
に
は
経
済
統

合
を
成
し
遂
げ
て
北
朝
鮮
経
済
の
建
て
直
し
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
し
た
際
、
東
ド
イ
ツ
の
経
済
力
が
西
ド

イ
ツ
経
済
力
の
半
分
程
度
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
統
一
後
の
ド
イ
ツ
経
済
は
一
〇
年
以
上
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
南
北
統
合
に
よ
る
北
朝
鮮
経
済
の
建
て
直
し
は
不
可
欠
な
過
程
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
つ
は
、
南
北
の
異
質
化
の
克
服
と
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
復
元
で
あ
る
。

南
北
分
断
か
ら
六
〇
年
以
上
の
歳
月
が
経
っ
た
今
、
南
北
は
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
制
度
、
法
律
、
習
慣
、
言
葉
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
異
質
化
が
進
み
、
同
一
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
、
韓
国
戦
争
以
降
、
互
い
に
対
す

る
不
信
感
と
敵
対
感
が
未
だ
に
解
消
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
で
は
社
会
主
義
の
優
越
性
や
指
導
者
に
対
す
る
絶

対
的
な
忠
誠
を
強
調
す
る
な
ど
の
思
想
教
育
が
徹
底
化
さ
れ
て
い
て
思
想
面
で
の
南
北
の
異
質
化
は
容
易
に
克
服
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
状
況
が
今
後
何
十
年
も
続
け
ば
同
一
民
族
と
し
て
の
求
心
力
が
作
用
し
な
く
な
り
異
民
族
化
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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南
北
統
合
は
時
間
を
か
け
て
民
族
の
同
質
性
を
取
り
戻
し
、
敵
対
感
情
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
来
る
か
も
知
れ
な
い
統
一
に

構
え
る
事
前
作
業
で
あ
る
。

六
つ
は
、
北
朝
鮮
の
開
放
化
・
民
主
化
と
韓
国
の
民
主
主
義
の
発
展
と
深
化
で
あ
る
。

南
北
統
合
は
南
北
の
民
主
主
義
の
発
展
に
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
南
北
統
合
の
進
展
は
南
北
の
人
的
、
物
的
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、

必
然
的
に
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
に
よ
り
南
北
の
人
的
、
物
的
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な

れ
ば
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
世
界
の
情
報
が
北
朝
鮮
に
流
れ
込
ん
で
北
朝
鮮
住
民
の
意
識
を
変
え
、
そ
れ
が
北
朝
鮮
の
民
主
化
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
北
朝
鮮
の
民
主
化
を
支
援
し
、
協
力
す
る
た
め
に
は
韓
国
も
自
ら
の
民
主
主
義
を
深
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

時
に
韓
国
内
部
の
社
会
統
合
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
韓
国
は
対
北
政
策
や
国
内
政
策
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
地
域
間
、
階

層
間
、
世
代
間
な
ど
で
葛
藤
し
て
い
る
。
韓
国
が
効
果
的
な
南
北
統
合
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
ま
ず
国
内
の
社
会
統
合
を
成
し
遂
げ
る

必
要
が
あ
る
。

七
つ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全
の
確
保
で
あ
る
。

南
北
の
分
断
体
制
は
こ
の
地
域
の
平
和
と
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
。
冷
戦
構
造
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
南
北
分
断
体
制
下
で
、
体
制
維

持
の
た
め
核
開
発
を
諦
め
て
い
な
い
北
朝
鮮
が
こ
う
し
た
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
南
北
の
政
治
統
合
は
南
北
の
軍
事
的
な
緊
張
を

緩
和
し
て
、
最
終
的
に
は
平
和
統
一
を
目
指
し
て
い
る
。
南
北
統
合
の
進
展
に
よ
り
軍
事
対
立
が
な
く
な
る
と
、
北
朝
鮮
も
核
兵
器
に

頼
っ
て
体
制
維
持
を
図
る
必
要
性
が
な
く
な
る
。
南
北
の
政
治
統
合
は
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
の
み
で
な
く
東
ア
ジ
ア
の
安
定
と
平
和
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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四　

南
北
対
話
（
南
北
会
談
）
の
問
題
点

南
北
は
数
多
く
の
南
北
会
談
を
開
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
合
意
に
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
合
意
事
項
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
や
履
行
の
途
中

で
中
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
韓
国
に
お
い
て
は
南
北
会
談
不
用
論
が
台
頭
す
る
な
ど
、
南
北
会
談
の
実
効
性
に
対
す
る
懐
疑
論
が
広

ま
っ
て
い
る
。
南
北
会
談
で
の
約
束
が
履
行
さ
れ
な
い
主
な
理
由
は
南
北
関
係
の
特
殊
性
や
南
北
会
談
自
体
に
欠
陥
が
内
在
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
南
北
政
治
統
合
の
進
展
を
阻
害
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
南
北
会
談
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
見
る
。

一
つ
は
、
軍
事
的
な
対
立
に
よ
る
南
北
の
相
互
不
信
の
問
題
で
あ
る
。

南
北
対
話
に
お
い
て
最
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
相
互
不
信
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
南
北
の
敵
対
意
識
は
六
〇

年
以
上
経
っ
た
現
時
点
に
お
い
て
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
金
大
中
政
権
の
対
北
宥
和
政
策
以
降
、
南
北
の
敵
対
関
係
は
か
な
り
緩
和
さ

れ
た
。
盧
武
鉉
政
権
で
は
北
朝
鮮
主
敵
論
を
国
防
白
書
か
ら
削
除
す
る
な
ど
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
結
果
、
南
北
の
軍
事
的
緊

張
が
た
い
ぶ
和
ら
い
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
朝
鮮
に
よ
る
哨
戒
艦
沈
没
事
件
や
大
延
平
島
砲
撃
事
件
か
ら
分
か
る
よ
う

に
南
北
の
軍
事
的
対
立
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
南
北
は
関
係
改
善
の
た
め
の
対
話
や
交
流
を
進
め
な
が
ら
も
、
常
に
相
手
を
軍
事
的
な
脅
威
と
認
識
し
て
警
戒
感

を
緩
め
な
い
。
南
北
が
軍
事
的
に
対
峙
し
て
互
い
に
警
戒
し
て
い
る
状
況
下
で
は
相
手
に
対
す
る
信
頼
が
芽
生
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

う
し
た
相
互
不
信
は
南
北
対
話
の
信
頼
性
を
損
な
い
、
合
意
事
項
を
容
易
く
無
視
し
た
り
、
反
故
し
た
り
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

二
つ
は
、
合
意
の
法
的
拘
束
力
の
問
題
で
あ
る
。

南
北
間
の
政
治
・
軍
事
合
意
は
、
そ
の
す
べ
て
が
合
意
文
あ
る
い
は
共
同
宣
言
文
、
共
同
報
道
文
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
て
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い
る
。
つ
ま
り
、
南
北
の
合
意
は
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
条
約
で
は
な
く
、
政
治
的
な
修
辞
に
過
ぎ
な
い
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
合
意
文

は
場
合
に
よ
っ
て
は
暫
定
合
意
文
、
付
属
合
意
文
、
細
部
合
意
文
、
実
務
接
触
合
意
文
の
形
を
取
り
、
そ
の
内
容
や
性
格
を
明
確
に
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
合
意
に
対
す
る
具
体
的
な
履
行
保
障
措
置
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
明
示
さ
れ
な
い
抽
象
的
な
表
現
が
多
い
こ
と
か
ら
そ
の
解

釈
を
め
ぐ
る
紛
争
の
余
地
も
多
い
。

三
つ
は
、
南
北
の
合
意
事
項
の
履
行
の
問
題
で
あ
る
。

南
北
の
合
意
文
や
宣
言
文
に
明
記
さ
れ
た
合
意
事
項
が
実
際
に
履
行
さ
れ
た
例
は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
南
北
の
都
合
に
よ
り
守

ら
な
か
っ
た
り
、
廃
棄
さ
れ
た
り
し
た
。

南
北
は
一
九
七
二
年
に
発
表
し
た
「
七
・
四
南
北
共
同
声
明
」
の
な
か
で
、
南
北
の
自
主
・
平
和
・
民
族
大
団
結
に
よ
る
祖
国
統
一
原

則
に
合
意
し
た
が
、
一
年
足
ら
ず
で
何
の
成
果
も
あ
げ
ず
に
廃
棄
し
た
。
一
九
九
一
年
一
二
月
、
南
北
は
、
南
北
の
和
解
・
不
可
侵
・
交

流
協
力
を
主
な
内
容
と
す
る
「
南
北
基
本
合
意
書
」
を
発
表
し
、
二
週
間
後
に
は
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
非
核
化

宣
言
は
、
核
兵
器
の
実
験
、
製
造
、
生
産
、
接
収
、
保
有
、
貯
蔵
、
配
備
、
使
用
を
禁
止
し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
平
和
的
な
目
的
の
み
に

使
用
す
る
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
合
意
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
九
四
年
八
月
、
金
泳
三
大
統
領
は
「
韓
民
族

共
同
体
建
設
の
た
め
の
三
段
階
統
一
方
案
」
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
は
北
朝
鮮
を
韓
国
に
吸
収
、
編
入
す
る
形
で
の
統
一
を
目
指
す
こ
と

で
、
南
北
が
互
い
の
政
治
体
制
を
認
め
た
う
え
で
の
自
主
・
平
和
・
民
族
大
団
結
と
い
う
統
一
原
則
を
明
記
し
た
「
南
北
基
本
合
意
書
」

を
否
定
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

一
方
、
北
朝
鮮
は
、「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
宣
言
」
を
無
視
し
て
核
開
発
を
推
し
進
め
、
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
九
年
に
核
実
験
を
強

行
し
た
。
非
核
化
を
め
ぐ
る
南
北
合
意
は
全
く
機
能
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
二
〇
〇
八
年
二
月
に
発
足
し
た
保
守
系
の
李
明
博
政
権
は
、
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前
政
権
の
対
北
融
和
政
策
か
ら
強
硬
政
策
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ
は
以
前
の
政
権
下
で
合
意
さ
れ
た
南
北
合
意
を
守
る
意
思
が
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
南
北
の
合
意
事
項
は
、
開
城
工
業
団
地
で
の
操
業
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
白
紙
に
戻
っ
た
。

四
つ
は
、
合
意
文
に
対
す
る
南
北
の
異
な
る
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。

南
北
は
合
意
文
で
の
用
語
や
文
章
を
自
国
の
都
合
に
合
わ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
北
統
一
の
原
則
と
し
て
取
り
入
れ
た
自

主
・
平
和
・
民
族
大
団
結
に
対
す
る
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
南
北
は
次
の
よ
う
な
異
な
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
自
主
原
則
に
関
し
て
、
韓
国

側
は
、
南
北
問
題
の
当
事
者
解
決
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
、
自
主
原
則
を
外
国
勢
力
へ
の
依
存
あ
る
い
は
干
渉
の

排
除
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
朝
鮮
は
「
自
主
＝
外
国
勢
力
の
排
除
＝
反
米
」
の
構
図
を
も
っ
て
在
韓
米
軍
の
撤
退
、

米
韓
同
盟
の
解
体
を
主
張
し
て
い
る
。
平
和
原
則
に
関
し
て
、
韓
国
は
、
南
北
統
一
は
武
力
で
は
な
く
平
和
的
手
段
を
持
っ
て
成
し
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
は
、
平
和
原
則
を
武
力
増
強
の
反
対
お
よ
び
軍
縮
と
い
う
立
場
か
ら

解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
韓
国
の
軍
事
力
の
現
代
化
お
よ
び
米
韓
合
同
軍
事
訓
練
の
中
止
を
主
張
し
て
い
る
。
民
族
大
団
結
原

則
に
関
し
て
、
韓
国
は
、
南
北
は
統
一
の
た
め
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
南

北
交
流
の
活
性
化
を
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
朝
鮮
は
、
北
朝
鮮
式
の
民
族
大
団
結
を
阻
害
し
て
い
る
韓
国
の
法
律
条
項
の
撤
廃

が
先
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
朝
鮮
体
制
を
否
定
し
て
い
る
韓
国
の
国
家
保
安
法
の
撤
廃
、
北
朝
鮮
を
敵
と
み
な

す
主
敵
論
の
撤
回
、
共
産
党
活
動
の
合
法
化
な
ど
を
要
求
し
て
い
る
。

五
つ
は
、
北
朝
鮮
の
南
北
会
談
開
催
に
伴
う
金
銭
的
な
見
返
り
の
要
求
と
不
誠
実
な
会
議
態
度
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
、
韓
国
で
は
金
大
中
政
権
が
南
北
首
脳
会
談
開
催
の
見
返
り
と
し
て
北
朝
鮮
に
五
億
ド
ル
を
提
供
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
南
北
会
談
の
見
返
り
と
し
て
韓
国
が
北
朝
鮮
に
金
銭
的
補
償
を
提
供
し
た
代
表
的
な
事
件
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で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
は
多
く
の
場
合
、
韓
国
と
の
会
談
に
応
じ
る
見
返
り
に
経
済
支
援
や
金
銭
の
提
供
を
要
求
し
て
い
る
。
金
大
中
・
盧

武
鉉
政
権
は
南
北
交
流
の
活
性
化
が
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
に
繋
が
る
と
の
立
場
か
ら
北
朝
鮮
に
対
す
る
一
方
的
な
経
済
支
援
や
金
銭
の

要
求
に
応
じ
た
が
、
北
朝
鮮
は
こ
う
し
た
韓
国
の
思
惑
を
悪
用
し
て
常
に
南
北
会
談
の
開
催
や
経
済
協
力
事
業
、
観
光
事
業
な
ど
の
見
返

り
と
し
て
食
糧
や
肥
料
、
電
力
、
重
油
、
医
薬
品
な
ど
の
提
供
を
要
求
し
た
。
北
朝
鮮
は
政
府
間
の
み
で
な
く
民
間
レ
ベ
ル
の
南
北
交
流

（
経
済
、
学
術
、
宗
教
、
芸
能
、
体
育
）
の
際
に
も
一
定
の
金
銭
を
要
求
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
韓
国
と
の
会
議
で
不
誠
実
な
態
度
で
臨
む
こ
と
が
多
い
。
北
朝
鮮
は
事
前
に
合
意
さ
れ
た
会
議
日
程
を
一
方
的
に

延
期
す
る
こ
と
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
会
議
当
日
に
会
議
の
延
期
を
通
告
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

六
つ
は
、
南
北
対
話
の
国
内
政
治
へ
の
利
用
で
あ
る
。

対
外
政
策
は
国
内
政
治
の
延
長
で
あ
り
、
対
外
政
治
環
境
の
変
化
や
対
外
政
策
が
国
内
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
韓
国
や
北
朝
鮮
が
南
北
交
流
を
国
内
政
治
に
利
用
す
る
の
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
南
北
対
話
や
そ
の
成
果
を
国
益
の
た
め
に
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
独
裁
体
制
の
維
持
や
政
権
延
長
の
た
め
の
選
挙
な
ど
、
私
的

な
利
益
の
た
め
に
利
用
す
る
の
は
持
続
的
な
南
北
交
流
の
た
め
に
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
南
北
対
話
を

巧
み
に
国
内
政
治
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
南
北
交
流
を
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
が
多
い
。
北
朝
鮮
は
、
南
北
関
係
の
進
展
に
よ
る
韓
国
か

ら
の
経
済
援
助
や
南
北
首
脳
会
談
の
開
催
を
金
正
日
の
功
績
と
取
り
上
げ
、
金
正
日
に
対
す
る
北
朝
鮮
住
民
の
忠
誠
心
を
煽
っ
た
り
、
食

糧
不
足
な
ど
で
党
や
政
府
に
対
す
る
住
民
の
不
満
が
高
ま
っ
た
と
き
に
は
韓
国
と
の
軍
事
境
界
線
で
軍
事
衝
突
を
引
き
起
こ
し
て
住
民
の

不
満
を
韓
国
側
に
逸
ら
し
た
り
す
る
手
法
を
よ
く
使
っ
て
い
る
。

一
方
、
韓
国
で
は
南
北
関
係
を
選
挙
に
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
保
守
系
政
権
は
国
政
選
挙
や
統
一
地
方
選
挙
な
ど
が
あ
る
た
び
に
南
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北
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
北
朝
鮮
脅
威
論
を
煽
っ
て
保
守
層
の
結
束
を
図
り
（
１３
）

、
進
歩
系
政
権
は
南
北
関
係
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
北

朝
鮮
へ
の
一
方
的
な
支
援
や
譲
歩
を
重
ね
、
北
朝
鮮
が
南
北
会
談
の
見
返
り
金
を
要
求
す
る
な
ど
の
結
果
を
招
い
た
（
１４
）

。

七
つ
は
、
韓
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
一
貫
性
の
欠
如
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
一
〇
年
間
、
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
は
対
北
宥
和
政
策
の
基
調
を
維
持
し
、
南
北
関
係
は
著
し

く
進
展
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
発
足
し
た
保
守
系
の
李
明
博
政
権
は
南
北
の
相
互
主
義
を
掲
げ
て
対
北
宥
和
政
策
か
ら

強
硬
政
策
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
北
関
係
は
急
激
に
冷
え
込
み
、
政
治
・
軍
事
部
門
の
南
北
交
流
は
途
絶
え
、
観
光
事
業
も

中
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
起
き
た
二
〇
一
〇
年
三
月
の
韓
国
哨
戒
艦
沈
没
事
件
や
同
年
一
一
月
に
起
き
た
大
延
平
島
砲
撃
事
件

は
南
北
関
係
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
軍
事
的
な
緊
張
感
が
高
ま
り
つ
つ
、
南
北
関
係
は
破
綻
状
態
に
陥
っ
た
。
韓
国
政
府
は
南
北
関
係
の

破
綻
の
原
因
を
北
朝
鮮
に
よ
る
軍
事
挑
発
に
求
め
て
い
る
が
、
根
本
的
な
要
因
は
李
明
博
政
権
の
対
北
政
策
の
転
換
に
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
政
権
ご
と
に
対
北
政
策
が
変
わ
っ
て
は
南
北
関
係
の
持
続
的
な
運
営
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

五　

南
北
統
合
の
肯
定
的
要
因
と
否
定
的
要
因

南
北
に
は
そ
れ
ぞ
れ
政
治
統
合
を
促
す
要
因
と
阻
害
す
る
要
因
が
共
存
し
て
い
る
。
以
下
で
は
南
北
の
政
治
統
合
を
促
す
要
因
と
妨
げ

る
要
因
を
整
理
し
て
み
る
。

１
．
肯
定
的
要
因

ジ
ェ
イ
コ
ブ
は
統
合
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
、
①
地
理
的
隣
接
性
（proxim

ity
）、
②
社
会
的
同
質
性
（hom

ogeneity

）、
③
相
互
交

六
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流
（transactions

）、
④
相
互
の
認
知
（m

utual know
ledge

）、
⑤
機
能
的
利
害
関
係
（functional interest

）、
⑥
共
同
体
的
特
性
（com

m
unal 

character
）、
⑦
政
治
構
造
（political structure

）、
⑧
主
権
（sovereignty

）、
⑨
政
府
の
効
率
性
（governm

ental effectiveness

）、
⑩
統

合
の
経
験
（integrative experience

）
な
ど
を
上
げ
た
（
１５
）

。

こ
の
よ
う
に
統
合
は
、
統
合
す
る
当
事
者
の
本
来
的
な
性
格
と
双
方
の
現
実
的
関
係
が
相
互
作
用
す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立
つ
と
言
え

る
（
１６
）

。
こ
う
し
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
な
ど
の
見
解
に
照
ら
し
て
見
れ
ば
、
南
北
統
合
の
肯
定
的
要
因
は
、
⑦
⑧
⑨
項
目
を
除
け
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
い
う
統
合
を
促
進
す
る
要
因
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
下
で
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
が
提
示
し
た
統
合
の
促
進
要
因
を
踏
ま
え
な
が
ら
独
自
の
視
点
か
ら
南
北
統
合
の
肯
定
的
な
要
因
を
ま
と
め
て

み
る
。

一
つ
は
、
冷
戦
体
制
の
崩
壊
に
よ
る
南
北
の
統
合
環
境
の
醸
成
で
あ
る
。

厳
し
く
対
立
し
て
い
た
南
北
が
和
解
ム
ー
ド
へ
と
舵
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
冷
戦
体
制
の
崩
壊
と
い
う
国
際
政
治
環
境
の

変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
八
八
年
七
月
、
盧
泰
愚
大
統
領
は
北
朝
鮮
が
敵
で
は
な
く
民
族
の
生
存
と
繁
栄
の
た
め
の
「
同
伴
者
」
で
あ

る
と
定
義
し
て
、
北
朝
鮮
と
の
統
一
に
向
け
て
の
対
話
を
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
、
社
会
主
義
国
と
の
積
極
的
な
交
流
を
表
明
し
た
「
北

方
政
策
」
を
打
ち
出
し
て
ソ
連
や
中
国
を
始
め
と
す
る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
国
家
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
。「
北
方
政
策
」
は
、

政
治
的
、
経
済
的
に
北
朝
鮮
よ
り
優
位
に
立
っ
た
韓
国
が
北
朝
鮮
と
の
体
制
競
争
で
自
信
を
持
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、

冷
戦
体
制
の
崩
壊
に
伴
う
国
際
社
会
の
変
化
に
能
動
的
に
対
応
す
る
た
め
の
先
制
的
な
措
置
で
も
あ
っ
た
。
韓
国
は
冷
戦
体
制
の
解
体
に

伴
う
朝
鮮
半
島
情
勢
の
変
化
を
予
測
し
た
上
で
、
関
係
改
善
を
通
じ
て
北
朝
鮮
の
変
化
を
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
盟
国
で
あ
っ
た
ソ
連
や
中
国
か
ら
の
経
済
的
、
軍
事
的
援
助
に
頼
っ
て
い
た
北
朝
鮮
は
、
ソ
連
の
解
体
に
よ
る
援
助
の
打
ち

六
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切
り
や
中
国
か
ら
の
無
償
援
助
の
激
減
に
よ
り
経
済
的
困
難
に
陥
っ
た
。
冷
戦
体
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
北
朝
鮮
に
と
っ
て
は
韓
国
と
の
関
係
改
善
を
通
じ
て
軍
事
的
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
と
共
に
経
済
的
な
利
益
を
得
る
こ
と
が

体
制
維
持
の
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

二
つ
は
、
統
一
国
家
の
伝
統
と
統
一
の
歴
史
的
経
験
で
あ
る
。

朝
鮮
民
族
は
七
世
紀
の
新
羅
の
三
国
統
一
以
来
、
一
三
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
統
一
国
家
を
維
持
し
て
共
に
生
き
て
き
た
。
新
羅
か
ら

高
麗
、
朝
鮮
王
朝
を
経
て
、
日
本
の
植
民
地
支
配
を
経
験
し
て
解
放
に
至
る
ま
で
朝
鮮
民
族
は
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
経

験
か
ら
南
北
の
人
々
は
南
北
統
一
を
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
、
統
一
こ
そ
民
族
の
悲
願
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。

こ
れ
は
朝
鮮
半
島
が
分
断
さ
れ
た
時
か
ら
南
北
双
方
が
そ
の
方
法
は
異
な
る
に
し
て
も
常
に
統
一
を
追
求
し
て
来
た
こ
と
や
南
北
が
絶
え

ず
提
示
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
統
一
案
を
見
て
も
よ
く
分
か
る
。

朝
鮮
民
族
は
三
国
に
分
か
れ
て
い
た
国
を
統
合
し
て
一
つ
の
国
を
築
い
た
経
験
を
持
つ
。
七
世
紀
に
朝
鮮
半
島
で
は
新
羅
、
百
済
、
高

句
麗
の
三
国
が
統
一
新
羅
に
統
合
さ
れ
、
三
国
に
分
か
れ
て
い
た
民
族
が
一
つ
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
北
の
人
々
は
、
三
国
の
統
一
過

程
で
新
羅
が
中
国
（
唐
）
の
力
を
借
り
て
統
一
を
企
て
た
こ
と
か
ら
統
一
後
に
領
土
の
一
部
を
中
国
に
譲
渡
し
、
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

干
渉
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
自
主
的
な
統
一
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
南
北
の
人
々
が
統
一
国
家
の
伝

統
と
三
国
の
統
一
と
い
う
歴
史
的
経
験
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
時
間
が
経
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
漠
然
的
で
あ
り
な
が
ら
も

南
北
の
人
々
が
一
つ
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
の
共
有
は
、
南
北
統
合
の
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。　

三
つ
は
、
南
北
の
統
一
戦
略
の
転
換
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
北
は
分
断
以
降
、
数
々
の
統
一
案
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
す
ぎ
ず
、
本
音

六
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と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
韓
国
の
場
合
、「
国
連
監
視
下
の
南
北
総
選
挙
に
よ
る
統
一
案
」
や
「
民
族
和
合
民
主
統
一
案
」、「
韓
民

族
共
同
体
統
一
案
」、「
民
族
共
同
体
統
一
案
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
統
一
案
を
提
示
し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
李
承
晩
政
権
で
は
武
力

北
進
統
一
路
線
を
、
朴
正
煕
政
権
か
ら
全
斗
煥
政
権
を
経
て
盧
泰
愚
政
権
に
至
る
ま
で
は
反
共
統
一
路
線
を
、
金
泳
三
政
権
で
は
吸
収
統

一
路
線
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
韓
国
が
南
北
の
協
議
に
基
づ
い
た
漸
進
的
な
平
和
統
一
路
線
へ
と
統
一
戦
略
を
変
え
た
の
は
金
大
中

政
権
の
登
場
以
来
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
そ
の
後
の
韓
国
政
府
の
公
式
な
対
北
統
一
路
線
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
に
お
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
「
南
北
連
邦
制
」
を
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
「
高
麗
連

邦
共
和
国
統
一
案
」
を
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
「
高
麗
民
主
連
邦
共
和
国
創
立
案
」
の
統
一
案
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
た
が
、
北
朝
鮮
の
統

一
路
線
は
分
断
以
降
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
武
力
赤
化
統
一
路
線
が
貫
か
れ
て
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か

ら
北
朝
鮮
は
南
北
連
邦
の
形
態
を 

「
一
民
族
一
国
家
」
か
ら
「
一
民
族
一
国
家
二
制
度
二
政
府
」
へ
と
切
り
替
え
た
が
、
こ
れ
に
は
北
朝

鮮
の
対
南
政
策
を
め
ぐ
る
戦
略
の
転
換
と
い
う
意
味
が
潜
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
北
朝
鮮
は
武
力
統
一
路
線
を
放
棄
し
て
南

北
共
存
に
よ
る
体
制
維
持
路
線
へ
と
対
南
戦
略
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
六
・
一
五
南
北
共
同
宣
言
」
で
、
北
朝
鮮
が
「
低
い
レ
ベ
ル
の
連
邦
制
案
」
を
掲
げ
、
韓
国
の
統

一
案
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
の
は
、
単
な
る
北
朝
鮮
の
統
一
案
の
修
正
で
は
な
く
対
南
戦
略
の
転
換
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
南
北
が
双
方
の
統
一
案
の
共
通
性
を
認
め
て
、
そ
の
方
向
で
統
一
論
議
を
行
う
と
い
う
合
意
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
重
要
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
南
北
は
数
多
く
の
統
一
案
を
提
案
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
統
一
案
も
相
手
に
よ
っ
て
受
け
入

れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
相
互
に
合
意
さ
れ
た
統
一
案
も
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
北
が
双
方
の
統
一
案
を

認
め
合
っ
た
こ
と
は
、
南
北
が
統
一
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
あ
り
方
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 六
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こ
れ
に
よ
り
南
北
間
に
政
治
統
合
の
議
論
の
土
台
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
つ
は
、
韓
国
人
の
対
北
認
識
の
変
化
で
あ
る
。

分
断
以
降
の
長
い
間
、
韓
国
で
は
徹
底
し
た
反
共
教
育
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
で
「
北
傀
（
休
戦
線
の
北
側
に
あ
る
ソ
連
の
傀
儡
集
団
の
意

味
）」
と
呼
ば
れ
た
北
朝
鮮
は
、
国
で
は
な
く
危
険
な
侵
略
集
団
に
す
ぎ
な
い
と
教
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
反
共
教
育
に
よ
る
対
北
敵
対

意
識
は
軍
部
独
裁
体
制
の
維
持
と
強
化
に
利
用
さ
れ
、
韓
国
人
の
意
識
の
中
に
強
く
根
付
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
韓
国
人
の
対
北
認
識
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
民
主
化
運
動
過
程
で
唱
え
ら
れ
た
反
米
自
主
論
か
ら
提
起
さ
れ
た
北
朝
鮮
に
対

す
る
再
評
価
の
動
き
に
端
を
発
し
、
冷
戦
体
制
の
崩
壊
に
よ
る
東
西
軍
事
対
立
の
解
消
と
そ
れ
に
伴
う
北
朝
鮮
に
対
す
る
軍
事
的
警
戒
感

の
減
少
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り
始
め
た
。
さ
ら
に
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
に
刺
激
を
受
け
、
韓
国
に
お
い
て
も
統
一
問
題
が
本
格
的
に
議
論

さ
れ
る
中
、
韓
国
人
の
対
北
認
識
は
次
第
に
好
転
し
、
金
大
中
政
権
の
対
北
宥
和
政
策
に
よ
り
改
善
さ
れ
た
。
韓
国
人
の
対
北
認
識
の
変

化
の
背
景
に
は
、
国
力
の
面
で
北
朝
鮮
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
自
信
感
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
部
政
権
の
終
焉
と
共

に
始
ま
っ
た
反
共
教
育
の
見
直
し
も
影
響
し
た
（
１７
）

。
韓
国
で
は
、
一
部
の
極
右
団
体
（
１８
）

や
五
〇
代
以
降
の
世
代
で
は
対
北
宥
和
政
策
に
反
対
の

立
場
を
取
っ
て
い
る
人
々
が
多
い
が
、
若
い
世
代
や
知
識
人
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
ら
は
対
北
宥
和
政
策
に
肯
定
的
な
ス
タ
ン
ス
を

取
っ
て
南
北
交
流
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。

五
つ
は
、
北
朝
鮮
住
民
の
対
南
認
識
の
変
化
で
あ
る
。

北
朝
鮮
は
世
界
に
お
い
て
最
も
閉
鎖
的
な
統
制
国
家
の
一
つ
で
あ
る
。
北
朝
鮮
で
は
主
体
思
想
を
根
幹
と
す
る
党
の
唯
一
支
配
体
制
思

想
以
外
の
い
か
な
る
理
念
や
価
値
観
も
認
め
ら
れ
な
い
。
北
朝
鮮
の
住
民
は
朝
鮮
労
働
党
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
構
成
員
と
し
て
組
織
化

さ
れ
、
監
視
さ
れ
る
と
と
も
に
徹
底
し
た
思
想
教
育
を
受
け
て
い
る
た
め
、
急
激
な
価
値
観
の
変
化
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
（
１９
）

。

六
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と
こ
ろ
が
、「
北
朝
鮮
住
民
の
価
値
観
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
変
化
し
て
行
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
２０
）

」。

政
治
社
会
化
教
育
に
よ
り
韓
国
に
対
し
て
強
い
敵
対
意
識
を
持
っ
て
き
た
北
朝
鮮
住
民
の
対
南
認
識
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
活
発
に

な
っ
た
南
北
交
流
と
韓
国
か
ら
の
経
済
援
助
や
中
国
か
ら
の
韓
国
に
関
す
る
情
報
の
流
入
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
は
じ
め
て
い
る
（
２１
）

。
北
朝

鮮
住
民
は
韓
国
が
経
済
発
展
に
成
功
し
て
中
国
よ
り
豊
か
な
国
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
人
に
よ
っ
て
は
韓
国
の
経
済
的
な

成
功
を
同
じ
民
族
が
成
し
遂
げ
た
成
果
と
し
て
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
２２
）

。
特
に
、
経
済
危
機
に
陥
っ
た
北
朝
鮮

に
対
し
て
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
が
行
っ
た
食
糧
な
ど
の
対
北
支
援
は
北
朝
鮮
住
民
の
敵
対
感
情
を
和
ら
げ
た
。
多
く
の
北
朝
鮮
住
民
が

自
国
を
脱
出
し
て
韓
国
行
き
を
決
断
す
る
の
は
、
北
朝
鮮
の
経
済
状
況
の
悪
さ
と
共
に
北
朝
鮮
住
民
の
対
南
認
識
の
変
化
が
そ
の
背
景
に

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

若
者
を
中
心
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
韓
国
国
民
の
友
好
な
対
北
認
識
と
あ
い
ま
っ
て
、
北
朝
鮮
住
民
の
対
南
認
識
の
変
化
は
、
南
北
政

治
統
合
の
裾
野
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

２
．
否
定
的
要
因

東
西
冷
戦
体
制
の
解
体
や
南
北
関
係
の
改
善
な
ど
に
よ
り
全
般
的
に
南
北
統
合
の
環
境
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
未
だ
に
南
北
統
合
を
阻
害
す
る
要
因
も
南
北
双
方
に
大
き
く
存
在
す
る
。
南
北
統
合
を
阻
害
し
て
い
る
原
因
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

一
つ
は
、
南
北
の
政
治
体
制
の
相
違
で
あ
る
。

南
北
は
、
政
治
理
念
や
政
治
体
制
を
は
じ
め
、
社
会
構
造
や
社
会
的
な
価
値
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
異
な
っ
て
い
る
の
み
で
な
く
、
相
手

六
七



朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統
合
に
関
す
る
研
究
（
孔
）

（
四
六
七
）

の
政
治
体
制
や
社
会
構
造
、
価
値
観
な
ど
を
認
め
合
お
う
と
し
な
い
。
韓
国
で
は
国
際
社
会
で
す
で
に
失
敗
が
証
明
さ
れ
た
社
会
主
義
体

制
に
固
執
し
、
権
力
継
承
に
よ
り
独
裁
体
制
を
正
当
化
し
て
い
る
北
朝
鮮
体
制
を
全
面
的
に
否
定
す
る
傾
向
が
強
い
。
さ
ら
に
、
多
く
の

韓
国
人
は
個
人
の
権
利
や
社
会
的
な
多
元
性
を
認
め
な
い
北
朝
鮮
体
制
と
は
妥
協
の
余
地
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
北
朝
鮮
は
平
等
社
会
を
理
想
と
す
る
社
会
主
義
の
長
所
を
強
調
し
な
が
ら
韓
国
の
貧
富
格
差
と
物
質
万
能
主
義
に
よ
る
道
徳
的

な
堕
落
な
ど
を
強
く
非
難
し
て
社
会
主
義
体
制
の
優
越
性
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
政
治
理
念
や
政
治
体
制
、
社
会
構
造
や
価
値
観
が
相
反
す
る
南
北
が
共
に
納
得
で
き
る
体
制
へ
と
収
斂
し
て
い
く
こ
と
は
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

東
ド
イ
ツ
を
吸
収
す
る
形
で
統
一
を
成
し
遂
げ
た
東
西
ド
イ
ツ
の
例
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
南
北
に
お
い
て
も
国
力
や
体
制
の
普
遍
性

の
面
で
優
位
に
立
っ
て
い
る
韓
国
が
中
心
に
な
っ
て
南
北
統
一
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
北
朝
鮮
も
承
知
し
て
い
る
。
北
朝
鮮

が
韓
国
と
の
南
北
対
話
や
統
合
議
論
に
対
し
て
受
身
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
の
は
南
北
の
国
力
の
格
差
に
よ
る
吸
収
統
一
を
警
戒
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

二
つ
は
、
改
革
・
開
放
に
否
定
的
な
北
朝
鮮
の
姿
勢
で
あ
る
。

政
治
統
合
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
南
北
統
合
が
成
功
す
る
た
め
に
は
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
が
欠
か
せ
な
い
。
北
朝
鮮
が
改

革
・
開
放
を
行
い
、
国
内
政
治
が
民
主
化
さ
れ
、
南
北
統
合
の
あ
り
方
や
方
向
性
に
対
す
る
北
朝
鮮
人
民
の
多
様
な
自
由
意
思
が
反
映
さ

れ
な
け
れ
ば
南
北
統
合
は
成
り
立
た
な
い
。
閉
鎖
的
な
一
人
支
配
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
新
し
い
南
北
統
合
体
制
の
構
想
さ
え
描
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
改
革
・
開
放
が
直
ち
に
体
制
崩
壊
に
繋
が
る
と
い
う
強
い
危
機
意
識
か
ら
北
朝
鮮
の
指
導
部
は
韓
国
と
統
合
や
統
一
の
た
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め
の
本
格
的
で
具
体
的
な
行
動
を
と
る
気
配
を
見
せ
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
が
こ
う
し
た
改
革
・
解
放
と
体
制
維
持
が
矛
盾
す
る
政
治
的
な

ジ
レ
ン
マ
を
打
開
す
る
の
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
北
朝
鮮
が
改
革
・
開
放
に
乗
り
出
す
場
合
に
お
い
て
も

そ
れ
は
改
革
・
開
放
が
真
の
目
的
で
は
な
く
体
制
維
持
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

三
つ
は
、
韓
国
に
お
け
る
朝
鮮
戦
争
の
経
験
と
反
共
教
育
に
よ
る
吸
収
統
一
論
の
存
在
で
あ
る
。

韓
国
で
は
朝
鮮
戦
争
で
被
害
を
受
け
た
戦
争
第
一
世
代
と
そ
の
世
代
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
戦
争
二
世
代
が
数
多
く
存
在
し
て
い

る
。
戦
争
第
一
世
代
と
は
、
北
朝
鮮
が
引
き
起
こ
し
た
朝
鮮
戦
争
で
親
族
を
亡
く
し
、
故
郷
（
北
朝
鮮
）
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
長
い
年
月

を
異
郷
の
地
（
韓
国
）
で
苦
労
し
た
戦
争
の
直
接
な
被
害
者
の
こ
と
で
、
七
〇
才
以
上
の
世
代
に
多
い
。
戦
争
第
二
世
代
は
そ
の
子
供
た

ち
の
世
代
で
、
第
一
世
代
か
ら
北
朝
鮮
に
対
す
る
恨
み
を
受
け
継
ぎ
、
間
接
的
な
被
害
（
貧
困
や
低
学
力
な
ど
）
を
被
っ
た
四
〇
代
か
ら
六
〇

代
ま
で
の
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
朝
鮮
戦
争
を
経
験
し
て
被
害
を
受
け
た
人
々
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
恨
み
や
憎
悪
は
、
時
間
の

経
過
と
共
に
風
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
核
や
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
力
を
入
れ
、
離
散
家
族
の
再
会
に
も
消
極
的
で
あ
る
北
朝
鮮
に
反
発
し
て
北

朝
鮮
と
の
対
話
や
協
力
、
経
済
援
助
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
彼
ら
は
北
朝
鮮
体
制
の
崩
壊
と
韓
国
に
よ
る
吸
収
統
一
を
求
め
て
い
る
。

彼
ら
は
基
本
的
に
南
北
の
対
話
や
協
力
に
反
対
し
て
い
る
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
保
守
系
の
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
強
い
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い

る
。四

つ
は
、
韓
国
に
お
け
る
社
会
葛
藤
の
問
題
で
あ
る
。

真
の
南
北
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
は
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
に
よ
る
民
主
化
の
進
展
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
と
同
様
、
韓
国
に
お
い

て
も
民
主
化
の
深
化
と
社
会
統
合
が
必
要
で
あ
る
。

韓
国
は
一
九
八
七
年
以
降
の
民
主
化
の
過
程
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
地
域
、
世
代
、
貧
富
の
格
差
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
め
ぐ
っ
て
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社
会
的
葛
藤
が
表
面
化
し
た
。
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
保
守
勢
力
と
進
歩
勢
力
の
対
立
、
政
策
で
は
な
く
地
域
主
義
を
基
盤
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
政
治
対
立
、
政
治
参
与
や
北
朝
鮮
問
題
、
価
値
観
を
め
ぐ
る
世
代
間
の
対
立
、
貧
富
の
格
差
を
め
ぐ
る
階
層
間
の
対
立

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
長
い
間
、
抑
圧
さ
れ
た
各
分
野
の
要
求
が
民
主
化
と
と
も
に
表
出
さ
れ
る
過
程
で
理
念
や
利
害
関
係
な
ど
を
め

ぐ
る
対
立
が
起
き
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
社
会
の
分
裂
が
長
引
い
て
南
北
統
合
の
あ
り
方
や

方
向
性
に
関
す
る
合
意
が
得
ら
れ
な
い
状
況
が
続
け
ば
、
南
北
統
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
半
分
し
、
統
合
の
原
動
力
も
弱
っ
て
し
ま
う
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

東
ド
イ
ツ
共
産
党
を
受
け
継
い
で
発
足
し
た
民
主
社
会
党
副
党
首
の
ア
ン
ド
レ
・
ブ
リ
教
授
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
ド
イ
ツ
式
の
統
一

の
可
能
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
「
南
北
が
政
治
的
多
元
主
義
と
市
場
経
済
へ
と
進
み
、
民
主
化
と
い
う
共
通
分
母
が
定
着
し
た
時
に

可
能
に
な
る
だ
ろ
う
と
答
弁
し
た
（
２３
）

」
こ
と
は
南
北
統
合
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
韓
国
に
お
い
て
統
合
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
容
易
な
事
で
は
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

五
つ
は
、
莫
大
な
統
一
費
用
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
る
。

南
北
統
一
に
消
極
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
一
部
の
韓
国
人
が
最
大
の
反
対
理
由
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
、
統
一
過
程
で
必
要
な
莫

大
な
統
一
費
用
で
あ
る
。

韓
国
の
「
Ｋ
Ｂ
Ｓ
南
北
協
力
企
画
団
」
が
二
〇
一
〇
年
八
月
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
あ
る
「
国
民
統
一
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
南
北

統
一
に
賛
成
す
る
意
見
が
七
一
・
〇
％
で
、
反
対
す
る
意
見
が
二
九
％
だ
っ
た
。
統
一
し
た
際
の
問
題
点
と
し
て
は
、
韓
国
住
民
の
莫
大

な
統
一
費
用
の
負
担
と
答
え
た
人
が
四
〇
・
四
％
と
一
番
高
く
、
失
業
や
犯
罪
の
増
加
な
ど
の
社
会
混
乱
が
二
九
・
〇
％
、
政
治
・
軍
事
的

混
乱
が
一
六
・
二
％
、
北
朝
鮮
住
民
の
韓
国
へ
の
大
量
移
住
が
一
二
・
五
％
、
国
際
関
係
の
混
乱
が
一
・
九
％
の
順
と
な
っ
た
。
ま
た
、
統
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一
費
用
の
個
人
負
担
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
は
五
八
・
二
％
が
負
担
す
る
用
意
が
あ
る
と
答
え
た
の
に
対
し
て
、
負
担
す
る
意
向
が
な

い
と
答
え
た
の
が
四
一
・
八
％
に
の
ぼ
っ
た
（
２４
）

。

こ
の
調
査
の
結
果
か
ら
韓
国
人
の
ほ
ぼ
三
人
の
一
人
が
南
北
統
一
に
反
対
し
て
い
て
、
統
一
に
対
す
る
社
会
的
合
意
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
や
、
そ
の
最
大
の
理
由
が
統
一
費
用
の
負
担
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
全
国
経
済
人
連
合
会
が
国
内
経
済
研
究
所
と
証
券
会
社
の
経

済
専
門
家
二
〇
人
を
対
象
と
し
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
三
日
に
発
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
回
答
者
の
六
三
・
一
％
が
韓
国
の
統
一

費
用
が
東
西
ド
イ
ツ
統
一
後
の
二
〇
年
間
に
支
出
し
た
三
、〇
〇
〇
（
約
二
・
八
兆
ド
ル
）
兆
ウ
ォ
ン
よ
り
多
い
三
、五
〇
〇
兆
ウ
ォ
ン
に
の

ぼ
る
と
予
測
し
た
（
２５
）

。
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
度
の
韓
国
の
国
家
予
算
二
九
三
兆
ウ
ォ
ン
の
約
一
二
倍
に
達
す
る
金
額
で
あ
る
。

李
明
博
大
統
領
が
二
〇
一
〇
年
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
独
立
記
念
日
の
演
説
で
統
一
税
導
入
の
必
要
性
を
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て

与
党
の
ハ
ン
ナ
ラ
党
が
国
民
世
論
を
意
識
し
て
反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
統
一
費
用
に
対
す
る
国
民
の
抵
抗
意
識

を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

六
つ
は
、
南
北
統
一
に
否
定
的
な
周
辺
国
の
思
惑
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
の
分
断
は
東
西
冷
戦
の
副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
、
米
ソ
の
代
理
戦
争
と
い
え
る
朝
鮮
戦
争
の
過
程
で
中
国
が
参
戦
し
た
こ
と

に
よ
り
、
米
国
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）、
中
国
が
朝
鮮
半
島
に
強
い
利
害
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
分
断
の
原
因
を

提
供
し
、
安
保
面
で
朝
鮮
半
島
状
況
の
影
響
を
受
け
易
い
日
本
も
朝
鮮
半
島
の
推
移
に
神
経
を
尖
ら
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
半
島
の

周
辺
国
で
あ
る
米
国
、
中
国
、
日
本
、
ロ
シ
ア
は
朝
鮮
半
島
に
利
害
関
係
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
る
国
々
で
あ
る
。

こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
に
利
害
関
係
を
持
っ
て
い
る
周
辺
四
カ
国
は
、
南
北
統
一
に
関
し
て
表
向
き
で
は
口
を
揃
え
て
支
持
の
立
場
を
表
明

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
周
辺
四
カ
国
が
描
い
て
い
る
朝
鮮
半
島
の
統
一
形
態
は
一
様
で
は
な
く
、
自
国
に
不
利
な
形
で
の
南
北
統
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一
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
例
え
ば
在
韓
米
軍
の
撤
退
な
ど
朝
鮮
半
島
で
の
影
響
力
の
低
下
す
る
よ
う
な
形
の
統
一
を
米
国
が
支
持
す
る
は

ず
が
な
い
。
ま
た
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
中
国
の
政
治
的
、
経
済
的
な
既
得
権
を
否
定
し
て
米
国
に
対
す
る
緩
衝
地
と
し
て
の
機
能
が
失
わ

れ
る
形
で
の
統
一
を
中
国
が
受
け
入
れ
る
は
ず
が
な
い
。
南
北
の
政
治
統
合
過
程
で
こ
う
し
た
米
国
や
中
国
の
利
害
関
係
を
と
も
に
満
足

さ
せ
る
方
法
を
探
し
出
す
の
は
決
し
て
容
易
な
事
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
南
北
の
政
治
統
合
に
関
す
る
徹
底
し
た
研
究
が
求
め
ら
れ

る
理
由
で
も
あ
る
。

六　

終
わ
り
に
─
南
北
政
治
統
合
の
た
め
の
提
言

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
南
北
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
政
治
統
合
を
模
索
し
始
め
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
実
的
に
敵
対
関
係
に
あ
る
南
北
が
政
治
的
統
合
過
程
を
経
て
統
一
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

統
合
に
先
立
っ
て
南
北
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
内
問
題
も
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
い
か
に
解
決
し
て
い
く
か
が
統

合
の
進
展
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
で
は
南
北
の
政
治
統
合
を
順
調
に
進
め
、
統
一
の
道
を
拓
く
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
韓
国
政
府
の
対
北
政
策
や
韓

国
人
が
取
る
べ
き
姿
勢
な
ど
を
中
心
に
提
言
を
行
う
。

一
つ
は
、
南
北
双
方
が
同
意
で
き
る
統
合
案
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。

南
北
が
互
い
に
異
な
る
政
治
体
制
と
理
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
合
過
程
が
困
難
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
南
北
は
忍
耐
心
を
も
っ
て
二
つ
の
政
治
体
制
を
一
つ
に
収
斂
し
て
い
く
方
法
を
探
し
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

両
体
制
が
持
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
統
合
し
て
新
し
い
理
念
と
か
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
議
論
を
本
格
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
韓
国
の
学
界
で
は
、
社
会
的
民
主
主
義
、
社
会
民
主
主
義
あ
る
い
は
民
衆
民
主
主
義
な
ど
の
新
し
い
体
制
モ
デ
ル
が
提
示
さ

れ
て
い
る
（
２６
）

。
こ
の
議
論
の
際
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
韓
国
に
お
い
て
自
由
民
主
主
義
体
制
の
優
越
性
の
み
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
柔
軟
な
姿
勢
で
未
来
の
統
一
コ
リ
ア
の
政
治
体
制
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
韓

国
で
提
示
さ
れ
て
い
る
統
一
案
は
、
市
場
経
済
原
理
と
自
由
民
主
主
義
体
制
を
根
幹
と
す
る
単
一
国
家
体
制
の
統
合
案
が
主
流
を
成
し
て

い
る
。
こ
の
統
一
案
を
北
朝
鮮
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
北
朝
鮮
が
主
張
し
て
い
る
連
邦
制
統
一
案
も
真
剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
連
邦
制
案
は
北
朝

鮮
が
提
案
し
た
統
一
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の
南
北
首
脳
会
談
で
南
北
の
統
一
案
の
共
通
性
を
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

韓
国
で
は
あ
ま
り
相
手
に
し
た
く
な
い
と
い
う
風
潮
が
根
強
い
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
共
同
体
の
正
統
性
の
保
障
、
権
限
の
配
分
、
代
表
性

の
付
与
な
ど
と
い
っ
た
連
邦
制
の
長
所
を
生
か
せ
る
と
い
う
点
で
、
過
渡
的
な
政
治
統
合
案
と
し
て
考
慮
す
る
余
地
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
今
日
、
連
邦
主
義
は
統
一
性
と
多
様
性
を
平
和
的
に
調
和
さ
せ
る
方
案
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
て
、
実
際
に
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
世
界
人
口
の
四
〇
％
が
公
式
的
に
連
邦
制
下
で
暮
ら
し
て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
も
連
邦

化
を
推
進
す
る
な
ど
連
邦
制
に
対
す
る
関
心
が
増
加
し
て
い
る
（
２７
）

」
こ
と
も
南
北
の
政
治
統
合
が
参
考
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。
韓
国

が
国
力
の
優
位
を
全
面
に
押
し
出
し
て
北
朝
鮮
に
吸
収
統
一
の
形
で
の
統
合
を
押
し
つ
け
れ
ば
、
南
北
関
係
が
ま
す
ま
す
こ
じ
れ
て
い
く

に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
は
、
政
治
統
合
案
に
対
す
る
国
民
的
合
意
と
超
党
派
的
な
対
応
の
必
要
で
あ
る
。

韓
国
で
は
長
い
間
、
北
朝
鮮
と
の
交
渉
は
国
民
が
排
除
さ
れ
た
ま
ま
、
交
渉
窓
口
が
政
府
に
一
元
化
さ
れ
た
形
で
行
わ
れ
て
き
た
。
こ

の
た
め
、
対
北
関
係
は
政
権
担
当
者
や
既
得
権
勢
力
の
利
害
関
係
を
反
映
す
る
形
で
展
開
さ
れ
た
。
南
北
関
係
が
国
内
政
治
に
利
用
さ
れ
、
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既
得
権
勢
力
と
一
般
国
民
と
の
間
に
葛
藤
が
生
じ
、
健
全
な
南
北
関
係
が
妨
げ
ら
れ
た
の
は
こ
う
し
た
一
部
の
勢
力
に
よ
っ
て
南
北
関
係

が
独
占
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
下
で
は
対
北
交
流
の
窓
口
が
民
間
に
も
開
放
さ
れ
、
多
様
な
分
野
で
の
南
北
協
力
関
係
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、

両
政
権
下
の
対
北
関
係
も
完
全
な
国
民
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
と
い
う
の
は
、
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
で
は
対

北
関
係
が
、
北
朝
鮮
に
戦
争
責
任
や
拉
致
問
題
な
ど
に
対
す
る
謝
罪
や
解
決
な
ど
を
求
め
る
よ
う
な
慎
重
な
対
北
関
係
の
進
展
を
要
求
す

る
一
部
の
国
民
の
意
見
を
退
け
た
形
で
行
わ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
政
府
の
対
北
政
策
に
反
対
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
対
北
政
策
を

め
ぐ
っ
て
国
論
は
分
裂
し
、
深
刻
な
社
会
葛
藤
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
対
北
宥
和
政
策
は
十
分
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
政
権

交
代
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

国
民
の
合
意
と
関
連
し
て
、
南
北
の
政
治
統
合
の
論
議
で
は
与
野
党
の
利
害
関
係
を
超
え
た
超
党
派
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。「
政

治
統
合
案
に
関
し
て
は
す
べ
て
の
政
党
が
公
開
的
に
討
論
し
て
妥
協
案
を
見
出
し
て
韓
国
政
府
の
単
一
案
と
し
て
北
朝
鮮
と
交
渉
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
、
西
ド
イ
ツ
の
政
党
が
対
東
ド
イ
ツ
政
策
を
超
党
派
的
な
合
意
に
立
脚
し
て
樹
立
・
実
践
し
た
こ
と
は
示
唆
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
（
２８
）

」。

与
野
党
は
、
南
北
統
合
問
題
を
、
党
利
党
略
の
問
題
で
は
な
く
、
民
族
の
生
存
と
未
来
に
直
結
し
た
死
活
的
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
認

識
に
立
っ
て
判
断
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
つ
は
、
段
階
的
に
統
合
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

南
北
の
統
合
論
議
は
解
決
し
易
い
問
題
か
ら
次
第
に
核
心
的
で
根
本
的
な
問
題
へ
と
段
階
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
２９
）

。

政
治
統
合
の
論
議
は
軍
事
問
題
を
含
む
体
制
の
生
存
問
題
に
関
わ
る
敏
感
な
問
題
が
主
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
実
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現
が
担
保
さ
れ
な
い
高
位
級
レ
ベ
ル
で
の
抽
象
的
な
宣
言
や
漠
然
的
な
合
意
で
は
な
く
、
実
際
に
実
践
可
能
な
問
題
を
取
り
上
げ
た
う
え

で
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
十
分
な
検
討
と
協
議
を
重
ね
て
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
南
北
が
合
意
し
て

実
践
し
て
も
互
い
に
政
治
・
軍
事
・
経
済
的
に
損
す
る
こ
と
の
な
い
分
野
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
。
相
手
の
体
制
や
指
導
者
に
対
す
る
誹
謗

の
中
止
、
軍
事
境
界
線
で
の
宣
伝
活
動
の
中
止
、
偶
発
的
な
衝
突
防
止
の
た
め
の
南
北
軍
事
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置
、
工
作
員
活
動
の
中

止
、
非
武
装
地
帯
（
Ｄ
Ｍ
Ｚ
）
で
の
偵
察
活
動
の
中
止
、
解
放
記
念
日
や
三
・
一
独
立
運
動
記
念
日
の
共
同
開
催
、
国
会
議
員
の
定
例
的

な
交
流
な
ど
、
例
は
い
く
ら
で
も
考
え
ら
れ
る
。

四
つ
は
、
対
北
政
策
の
一
貫
性
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

対
北
宥
和
政
策
に
反
対
す
る
人
々
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
こ
の
政
策
が
北
朝
鮮
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
は
短
期
的
視
野
に
立
っ
た
誤
っ
た
判
断
で
あ
り
、
事
実
に
反
す
る
。
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
が
推
し
進
め
た
対
北
宥
和
政
策
に
よ
り
南

北
首
脳
会
談
を
は
じ
め
、
総
理
会
談
、
長
官
級
会
談
、
国
防
長
官
会
談
、
軍
事
実
務
者
会
談
な
ど
、
政
治
・
軍
事
分
野
だ
け
で
も
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
南
北
当
局
者
間
の
会
談
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
南
北
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉄
道
・
道
路
の
連
結
、
開
城
工
業

団
地
の
建
設
、
経
済
協
力
制
度
と
清
算
決
済
制
度
の
制
定
、
海
運
協
力
、
金
剛
山
・
開
城
観
光
事
業
な
ど
多
様
な
分
野
で
の
南
北
協
力
事

業
が
実
り
、
南
北
関
係
は
改
善
さ
れ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
南
北
の
政
治
統
合
は
長
期
的
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
力
の
面
で
大
き
な
差
が
あ

る
南
北
が
厳
格
な
相
互
主
義
原
則
に
よ
っ
て
交
渉
を
進
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
国
際
社
会
と
南
北
関
係
で
劣
勢
の
立
場
に
置
か
れ
て

い
る
北
朝
鮮
に
対
し
て
韓
国
は
寛
容
の
姿
勢
で
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
北
統
合
に
必
要
不
可
欠
な
北
朝
鮮
の
改
革
・
開
放
を
成
功

に
導
く
方
法
に
は
、
北
朝
鮮
を
追
い
詰
め
る
の
で
は
な
く
、
交
流
を
深
め
て
い
く
過
程
で
の
内
部
か
ら
の
変
化
を
促
す
も
の
し
か
な
い
と
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思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
国
か
ら
の
援
助
や
自
給
自
足
形
の
経
済
運
営
に
慣
れ
て
い
る
北
朝
鮮
が
国
際
社
会
や
韓
国
な
ど
の
外
か
ら

の
圧
力
に
屈
し
て
改
革
・
開
放
に
乗
り
出
す
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
際
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
北
朝
鮮
に
手

を
伸
ば
し
て
国
際
社
会
に
お
け
る
北
朝
鮮
の
政
治
的
、
経
済
的
な
立
場
を
強
化
さ
せ
、
南
北
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
北
朝
鮮

の
態
度
を
変
化
さ
せ
る
近
道
で
あ
る
。

五
つ
は
、
統
合
議
論
に
お
け
る
脱
民
族
的
な
自
主
原
則
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

外
部
勢
力
に
よ
る
南
北
分
断
を
克
服
し
て
民
族
の
自
尊
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
自
主
的
な
統
一
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

筆
者
は
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
民
族
に
よ
る
自
主
的
な
統
一
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
自
主
」
は
、「
排
他
的
な
自
主
」
や
「
排
他
的

な
民
族
主
義
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
南
北
が
主
体
に
な
っ
て
統
一
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
り
、
国
連
や
周
辺
国
の
協
力
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
朝
鮮
半
島
は
地
政
学
的
に
北
東
ア
ジ
ア
の
み
で
な
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け

る
戦
略
的
な
重
要
性
か
ら
周
辺
強
大
国
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
地
域
の
情
勢
変
化
が
周
辺
国
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
朝
鮮
半
島
が
分
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
も
こ
う
し
た
地
政
学
的
な
要
因
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
南
北

統
合
は
自
主
的
か
つ
脱
民
族
主
義
的
な
立
場
か
ら
人
類
の
普
遍
的
な
価
値
を
求
め
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
寄
与
す
る
方
向
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
つ
は
、
南
北
合
意
の
法
的
拘
束
力
の
担
保
で
あ
る
。

南
北
交
流
に
お
け
る
問
題
点
の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
南
北
の
間
で
合
意
さ
れ
た
事
項
の
多
く
が
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
棚
上
げ

さ
れ
た
り
、
実
施
さ
れ
て
も
一
方
に
よ
り
無
効
化
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
南
北
の
合
意
に
法
的
拘
束
力
が
な
い
こ
と
に
起

因
す
る
。
南
北
合
意
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
韓
国
は
政
権
が
変
わ
り
対
北
政
策
の
方
針
が
変
わ
る
と
前
政
権
が
合
意

六
七
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四
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八
巻
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四
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二
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月
）

（
四
七
六
）

し
た
事
項
を
否
定
す
る
。
北
朝
鮮
は
、
韓
国
の
出
方
や
自
国
の
国
内
的
な
都
合
に
よ
っ
て
合
意
事
項
を
簡
単
に
無
効
と
宣
言
す
る
。
こ
う

し
た
不
合
理
を
正
す
た
め
に
は
南
北
関
係
を
法
的
拘
束
力
の
持
つ
関
係
と
し
て
制
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
南
北
の

合
意
事
項
を
条
約
の
形
で
締
結
し
て
国
会
の
批
准
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
南
北
の
合
意
事
項
を
条
約
と
し
て
締
結
す
る
こ

と
に
抵
抗
感
を
持
つ
人
々
は
、
憲
法
に
反
す
る
と
い
う
根
拠
を
挙
げ
る
（
３０
）

。
確
か
に
韓
国
の
憲
法
は
北
朝
鮮
を
国
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

一
方
、
南
北
は
相
互
の
同
意
下
で
国
連
に
加
入
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
互
い
を
国
家
と
し
て
認
め
て
い
る
。
国
際
社
会
で
は
南
北
は
個

別
の
国
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
南
北
の
特
殊
関
係
を
大
義
名
分
に
拘
る
こ
と
な
く
南
北
は
統
合
に
向
け
て
実
質
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
つ
は
、
体
制
協
力
的
な
統
一
教
育
の
実
施
で
あ
る
。

北
朝
鮮
は
未
だ
に
人
民
に
対
し
て
金
日
成
唯
一
思
想
や
主
体
思
想
に
基
づ
い
た
画
一
的
な
思
想
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
時
代
遅
れ
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
韓
国
に
お
い
て
も
長
い
間
、
反
共
教
育
を
根
幹
と
す
る
国
民
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
反
共
教
育
の
中
心
的
な
内
容
は
、
共
産
主

義
へ
の
批
判
と
、
と
り
わ
け
北
朝
鮮
体
制
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
軍
部
独
裁
政
権
下
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
反
共
教
育
に
よ
り
、
多
く
の

韓
国
人
は
必
要
以
上
に
北
朝
鮮
に
対
す
る
憎
悪
や
敵
対
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
民
主
化
宣
言
以
後
、
韓
国
の
反
共
教
育
の
内
容
も
薄

ま
り
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
過
渡
な
体
制
批
判
も
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
朝
鮮
関
連
の
情
報
も
あ
り
の
ま
ま
国
民
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
と
南
北
関
係
の
変
化
に
よ
り
韓
国
人
の
対
北
意
識
は
以
前
よ
り
友
好
的
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
も
の
の
、
ま
だ
、
多
く
の
韓
国
人
に
は
敵
対
意
識
や
社
会
主
義
に
対
す
る
抵
抗
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
韓
国
人
の
北

朝
鮮
に
対
す
る
敵
対
心
や
理
念
的
葛
藤
を
克
服
し
な
い
限
り
南
北
統
合
は
あ
ま
り
進
ま
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

六
七



朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統
合
に
関
す
る
研
究
（
孔
）

（
四
七
七
）

統
一
教
育
は
北
朝
鮮
の
国
家
や
経
済
・
社
会
体
制
の
特
徴
、
住
民
の
生
活
方
式
や
考
え
方
、
文
化
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
政
治

理
念
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
教
え
る
と
と
も
に
、
南
北
が
一
つ
に
な
っ
て
か
ら
共
に
志
向
す
べ
き
価
値
観
や
生
き
方
に
対
す
る

方
向
性
な
ど
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
に
対
す
る
批
判
や
問
題
提
起
も
体
制
対
決
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
体
制
協

力
的
な
立
場
か
ら
問
題
の
解
決
に
向
け
て
行
い
、
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
南
北
は
よ
り
合

理
的
な
統
合
方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
統
一
教
育
は
南
北
で
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
状
か
ら
見
て
こ
う
し
た
相
手
に
対
す
る
寛
容
と
正

し
い
理
解
を
前
提
と
し
た
統
一
教
育
を
北
朝
鮮
に
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
一
部
の
韓
国
人
は
韓
国
だ
け
が
変
わ
っ
て
も
北
朝
鮮
が

変
わ
ら
な
い
限
り
南
北
関
係
の
進
展
は
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
す
で
に
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権

の
対
北
宥
和
政
策
が
北
朝
鮮
住
民
の
対
南
意
識
を
変
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
北
朝
鮮
政
権
の
対
南
政
策
が
変
わ
ら

な
く
て
も
韓
国
の
対
北
政
策
が
変
わ
り
、
ま
た
、
韓
国
人
の
対
北
意
識
が
変
わ
っ
て
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
韓
国
が
脅
威
で
は
な
く
頼
り
に

な
る
存
在
に
な
れ
ば
、
北
朝
鮮
人
民
の
対
南
意
識
は
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

統
一
は
南
北
政
府
の
意
思
と
や
り
方
に
も
よ
る
が
、
結
局
は
南
北
の
国
家
構
成
員
の
意
思
が
行
方
を
左
右
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
） 

二
〇
一
一
年
六
月
現
在
、
開
城
公
団
で
働
い
て
い
る
北
朝
鮮
労
働
者
数
は
四
七
、一
七
二
人
で
あ
る
。

(http://m
edia.daum

.net/politics/north/view
.)

（
２
） T

alcott P
arsons, E

ssays in
 S

ociological T
h

eory, R
ev. [i.e. ２d] 

（N
ew

 Y
ork, F

ree P
ress, １９５４,p.７１)

（
３
） 

韓
国
学
中
央
研
究
会
（
編
）『
統
一
時
代
の
南
北
共
同
体
』
ベ
ク
サ
ン
ソ
ダ
ン
、
二
〇
〇
八
、p.１０１

（
４
） 

グ
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
ホ
「
南
北
韓
社
会
統
合
と
統
一
の
政
治
文
化
形
成
に
関
す
る
考
察
」
仁
川
大
学
校
平
和
統
一
研
究
所
『
統
一
問
題
と
国
際
関

六
六
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四
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
四
七
八
）

係
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、p.１１５

（
５
） E

rnest B
. H

aas, T
h

e U
n

itin
g of E

u
rop

e: P
olitica

l socia
l a

n
d

 E
con

om
ic F

orces 1950-1957, 

（S
tanford

：S
tanford 

U
niversity P

ress, １９５８, p.１６

）

（
６
） L

eon N
. L

indberg, T
h

e P
olitical D

yn
am

ics of E
u

ropean
 E

con
om

ic In
tegration, 

（S
tanford: S

tanford U
niversity P

ress, 

１９６３,p.６)

（
７
） K

arl W
. D

eutsch, P
olitical C

om
m

u
n

ity an
d

 th
e N

orth
 A

tlan
tic A

rea: In
tern

ation
al O

rga-n
ization

 in
 th

e L
igh

t of 

H
istorical E

xperien
ce, 

（N
ew

 Y
ork

：P
rinceton U

niversity P
ress, １９５７, p.５８)

（
８
） W

illiam
 W

allace, “Introduction: T
he D

ynam
ics of E

uropean Integration ”, W
illiam

 W
all-ace

（ed), T
h

e D
yn

am
ics of 

E
u

ropean
 In

tegration

（L
ondon: P

inter/R
IA

, １９９０,p.９

）

（
９
） 

統
一
と
統
合
に
関
し
て
チ
ャ
ン
・
ギ
ョ
ン
ソ
プ
は
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。
統
一
は
政
治
的
、
法
律
的
な
事
件
で
あ
っ
て
国
家
と
民
族
の
境
界

が
変
わ
る
（
国
際
）
政
治
的
な
事
件
（event

）
で
あ
る
が
、
統
合
は
民
族
や
国
家
内
部
の
多
様
な
構
成
員
が
互
い
に
調
和
し
て
共
存
あ
る
い
は
融

合
さ
れ
て
い
く
過
程
（process

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時
間
的
に
統
合
は
統
一
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
時
期
を
含
め
て
相
対
的
に
長
期
間
に

渡
っ
て
行
わ
れ
が
ち
な
の
で
、
民
族
構
成
員
の
実
践
的
な
努
力
の
対
象
は
統
一
よ
り
は
統
合
に
置
く
べ
き
で
あ
る
（
チ
ャ
ン
・
ギ
ョ
ン
ソ
プ
「
統
一

韓
民
族
国
家
の
社
会
統
合
：
社
会
的
市
民
権
の
観
点
か
ら
見
た
準
備
さ
れ
た
統
一
」
パ
ク
・
ギ
ド
ク
、
イ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ク
（
編
）『
南
北
韓
体
制
比

較
と
統
合
モ
デ
ル
の
模
索
』
世
宗
研
究
所
、
一
九
九
五
、p.４２１

）。

　

ヤ
ン
・
ド
ン
ア
ン
は
、
統
合
と
統
一
の
相
違
点
を
「
低
い
レ
ベ
ル
で
の
統
合
は
差
異
と
分
立
を
認
め
る
反
面
、
統
一
は
差
異
と
分
立
を
否
定
す
る
。

統
合
で
は
差
異
と
分
立
を
尊
重
す
る
の
で
体
制
と
制
度
が
異
な
っ
て
も
協
力
的
な
関
係
が
成
立
す
る
が
、
統
一
に
お
い
て
は
体
制
と
制
度
の
差
は
統

一
に
大
き
な
障
害
物
と
み
な
さ
れ
る
」
と
説
明
し
た
（
韓
国
学
中
央
研
究
会
編
、
前
掲
書
、p.１０５)

。

（
１０
） 

キ
ム
・
ギ
ュ
ウ
ォ
ン
は
、
統
一
は
政
治
的
、
経
済
的
体
制
統
合
と
い
う
側
面
か
ら
統
合
の
下
位
領
域
で
あ
る
。
一
方
、
統
合
は
社
会
的
、
文
化

的
な
共
同
体
建
設
と
い
う
側
面
か
ら
南
北
に
居
住
す
る
韓
民
族
の
再
統
一
に
帰
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
キ
ム
・
ギ
ュ
ウ
ォ
ン
「
統
一
後
の
南
北
韓

の
社
会
統
合
方
案
」
慶
北
大
学
校
平
和
問
題
研
究
所
『
平
和
研
究
』
二
二
号
、
一
九
九
七
、p.１２７

）
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朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
統
合
に
関
す
る
研
究
（
孔
）

（
四
七
九
）

（
１１
） 

ホ
ン
・
イ
ッ
ピ
ョ
、
ジ
ン
・
シ
ウ
ォ
ン
『
南
北
統
合
の
新
し
い
理
解
』
図
書
出
版
オ
ル
ム
、
二
〇
〇
四
、p.２５

（
１２
） 

二
〇
一
〇
年
度
の
韓
国
の
国
防
予
算
は
二
九
兆
五
六
二
七
億
ウ
ォ
ン
（
約
二
六
〇
億
ド
ル
）
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
国
防
予
算
は
北
朝
鮮
か
ら
の

発
表
が
な
い
こ
と
か
ら
明
確
で
は
な
い
。
研
究
者
や
機
関
に
よ
り
約
一
四
億
ド
ル
か
ら
五
〇
億
ド
ル
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

三
〇
億
ド
ル
か
ら
四
〇
億
ド
ル
の
意
見
が
説
得
力
を
得
て
い
る
。

（
１３
） 

い
わ
ゆ
る
「
北
風
論
」
で
、
選
挙
前
に
わ
ざ
わ
ざ
北
朝
鮮
を
刺
激
す
る
発
言
や
行
動
を
取
っ
て
南
北
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
警

戒
意
識
を
高
め
、
保
守
系
政
権
へ
の
投
票
を
誘
導
す
る
手
法
で
あ
る
。
軍
部
政
権
と
金
泳
三
、
李
明
博
政
権
も
こ
う
し
た
手
法
を
用
い
た
。

（
１４
） 

金
大
中
・
盧
武
鉉
政
権
で
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
一
方
的
な
支
援
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
１５
） 

イ
・
ソ
ヘ
ン
（
他)
『
分
断
再
照
明
』
ベ
ク
ダ
ン
ソ
ダ
ン
、
二
〇
〇
九
、pp.３０９-３１０

（
１６
） 

同
上
、p.３１０

（
１７
） 

朝
鮮
戦
争
勃
発
の
責
任
が
南
北
の
ど
ち
ら
に
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
、
北
朝
鮮
に
あ
る
と
答
え
た
二
〇
代
は
四
二
・
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

に
対
し
て
六
〇
代
で
は
七
〇
・
三
％
に
上
っ
た
（
朝
鮮
日
報
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
五
日
）
こ
と
か
ら
若
者
の
対
北
朝
鮮
認
識
の
変
化
が
読
み
取
れ

る
。

（
１８
） 

一
部
の
保
守
的
団
体
（
例
え
ば
、
国
民
行
動
本
部
、
ラ
イ
ト
コ
リ
ア
、
自
由
市
民
連
帯
、
在
郷
軍
人
会
、
自
由
北
韓
運
動
連
合
な
ど
、
朝
鮮
戦

争
で
被
害
を
受
け
た
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
団
体
が
多
い
）
は
吸
収
統
一
や
武
力
に
よ
る
統
一
も
主
張
し
て
い
る
。

（
１９
） 

ベ
・
ハ
ン
ド
ン
「
南
北
韓
社
会
統
合
の
た
め
の
国
内
的
統
一
基
盤
造
成
の
方
案
」
嶺
南
政
治
学
会
、『
嶺
南
政
治
学
会
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇
九
、

p.１５８

（
２０
） 

統
一
部
統
一
教
育
院
『
二
〇
〇
八
年
統
一
教
育
指
針
書
』
統
一
研
究
院
、
二
〇
〇
八
、p.３９

（
２１
） 

北
朝
鮮
の
経
済
危
機
以
降
、
中
朝
間
の
人
や
物
の
往
来
の
急
増
、
携
帯
電
話
の
普
及
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
北
朝
鮮
住
民
は
韓
国
に
関
す
る

多
く
の
情
報
が
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２２
） 

べ
・
ハ
ン
ド
ン
、
前
掲
書
、p.１５９

（
２３
） 

同
上
、p.１８０
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第
四
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
四
八
〇
）

（
２４
） http://okchoi９.blog.m

e/９００９４５５３５３４
（
２５
） 

連
合
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
四
日 

項
目
別
で
は
、
統
一
過
程
で
の
混
乱
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
危
機
管
理
費
用
が
一
九
・
一
％
を
、
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
社
会
な
ど
の
統
合
費

用
が
三
四
・
四
％
を
、
統
一
後
の
南
北
の
生
活
お
よ
び
所
得
格
差
の
解
消
費
用
が
四
六
・
五
％
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
た

（
２６
） 

ベ
・
ギ
ュ
ハ
ン
「
南
北
韓
社
会
統
合
の
課
題
と
展
望
」
済
州
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
『
東
ア
ジ
ア
研
究
論
叢
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
〇
、p.３６７

（
２７
） 

ゴ
ン
・
ヨ
ン
ド
ク
「
北
朝
鮮
の
連
邦
制
研
究
：
中
央
と
地
方
政
府
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」
韓
国
外
国
語
大
学
校
大
学
院
国
際
関
係
学
科
博
士

論
文
、
二
〇
〇
三
、p.５８

（
２８
） 

韓
国
学
中
央
研
究
会
編
、
前
掲
書
、p.１２３

（
２９
） 

ソ
・
デ
シ
ュ
ク
は
統
合
の
方
法
論
的
な
基
本
精
神
を
整
理
し
て
段
階
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
時
期
と
状
況
に
合
わ
せ
て
推
進
す
る
こ
と
、
た
や

す
く
合
意
で
き
る
案
件
か
ら
次
第
に
合
意
し
に
く
い
問
題
へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
（
ソ
・
デ
シ
ュ
ク
（
編
）『
民
族
統
合
と
民
族
統

一
』
翰
林
大
学
校
民
族
統
合
研
究
所
、
一
九
九
九
、p.１１

）。

（
３０
） 

韓
国
憲
法
第
三
条
に
は
「
大
韓
民
国
の
領
土
は
韓
半
島
と
そ
の
付
属
島
嶼
と
す
る
」
と
記
さ
れ
、
北
朝
鮮
地
域
に
対
す
る
領
有
権
を
明
記
し
て

い
る
。
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